
南城市のハートの地形をハイビスカ
スの花びらで表現。花粉は４つの地
域、花芯は久高島を表し、ハイビス
カスのように華やかで力強く、心温
かで光り輝く南城市の未来を表現し
ています。

ロゴマーク

南城市の「N」の文字を図案化したも
ので、緑色は豊かな自然を、青色は
豊饒の海を、赤色は太陽をイメージ
し、合併により未来に向かって躍進
する元気な市民を表現しています。
（平成18年11月1日制定）

市章

南城市の地形「ハート」のおひげのな
んじぃ。様々な年齢層の人々が、そ
れぞれの役割を果たし、世代間が交
流して豊かなまちづくりを推進して
いく、そんな象徴となるキャラク
ターです。

キャラクター なんじぃ

市民憲章南城市歌

一、私たちは、海と緑の豊かな自然を守り、
　　美しい環境のまちをつくります。

一、私たちは、郷土の歴史と伝統に誇りをもち、
　　文化のまちをつくります。

一、私たちは、お年寄りを敬い、子どもの夢を育て、
　　だれもが生きがいをもてるまちをつくります。

一、私たちは、スポーツに親しみ、
　　明るい健康なまちをつくります。

一、私たちは、互いに助け合い、
　　温もりのあるまちをつくります。

　　（平成19年3月1日制定）

クチナシ ミーバイ
（ハタ）

サザエ
（チョウセンサザエ）

ハイビスカス リュウキュウコクタン

南城市の花木 南城市の魚 南城市の貝南城市の花 南城市の木

ほう じょう

東四間切　朝日がのぼり
広がる海に　夢が咲く
みどり　太陽　花咲くまちは
心と心　つなぐまち
ここは南城　海の郷
　＊ユイヤナー ハイヤナー
　　しんかうち揃てぃ　
　　歌い踊らな　南城音頭

城ロードに　歴史をたずね
住みよいまちに　笑顔咲く
昔なつかし　石畳道
今と昔を　つなぐ道
ここは南城　風の郷
　＊囃子

湧き出る水に　希望もあふれ
恵みの大地　情咲く
心ゆたかに　息吹もつよく
夢を植えよう　このまちに
ここは南城　水の郷
　＊囃子

のびゆく街に　緑も映えて
平和なまちに　愛も咲く
大きな夢は　未来へつづく
幸せ招く　神話の地
ここは南城　神の郷
　＊囃子

太平洋の　彼方から
昇る朝日を　仰ぎつつ
ニライカナイの　神の地に
島建て神が　降り立ちぬ
世界に誇る　美ら島の
ああ秀麗の　南城市

歴史文化を　偲ぶには
四郷の面影　今ここに
城と湧水の　豊かさも
黄金波打つ　美ら海の
心を結ぶ　人の脈
ああ繁栄の　南城市

登る坂道　希望持ち
共に築かん　理想の郷
明日の栄光　自治の礎
久遠の平和　光る街
輝く未来　美ら宿道を
ああ躍進の　南城市

作詞　知念 仁照
作曲　普久原 恒勇

南城音頭 作詞　東恩納 盛雄
作曲　普久原 恒勇
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たいへいよう　　　　 かなた

のぼ　　  あさひ　　　　  あお

　　　　　　　　　　　　　　　　かみ　　  ち

しま  た  　　かみ　　　　  お　　　た

 せ  かい　　ほこ　　　　ちゅ　　しま

　　　  しゅうれい　　　　なんじょうし

れき  し  ぶん  か  　　　　しの

 よ  さと　　おもかげ　　いま

ぐすく　　み　ず  　　　　ゆた

 こがね  なみ  う  　　　　ちゅ　　うみ

こころ　  むす　　　　ひと　　なみ

　　　　はんえい　　　　なんじょうし

のぼ　　さかみち　　き　ぼう  も

とも　　きず　　　　　　  ゆ　め　　  さと

 あ　す　　  えいこう　　  じ　ち　　  もと

 くおん　　  へい  わ　　  ひか　　まち

かがや　　み  らい　　ちゅ　　  み　ち

　　　　やくしん　　　　なんじょうし

あがり ゆ　ま  じり　　あさ  ひ

ひろ　　　　うみ　　　　ゆめ　　  さ

　　　　　　　 たいよう　　はな  さ

こころ　  こころ

　　　　　　なんじょう うみ　 さと

　　　　　　　　　　　　　 すり

　　　　うた　　うどぅ　　　　　  なんじょうおん  ど

ぐすく　　　　　　　　　 れき  し

 す　　　　　　　　　　　　　　　え  がお さ

むかし　　　　　　　　　 いしだたみみち

いま　　むかし　　　　　　　　　 みち

　　　　　　なんじょう かぜ　 さと

わ　　　で　　  みず　　　　  き ぼう

めぐ　　　 だい  ち  　　なさけさ

こころ　　　　　　　　　　いぶき

ゆめ　　  う

　　　　　　なんじょう みず　 さと

　　　　　　　 まち　　　　みどり　　は

へい わ　　　　　　　　　　  あい　　 さ

おお　　　　ゆめ　　　　  み  らい

しあわ まね　　　 しん  わ　　　ち

　　　　　　なんじょう かみ　 さと
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